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　世界の宗教の戒律の問題を分かりやすく解説。イスラム教、
ユダヤ教、上座仏教などに見られるよく知られた戒律だけで
なく、身近に見られる宗教習俗をもとりあげ、人間がどのよ
うな宗教の戒律によって意識や行動に影響を受けているかを
具体的に述べている。日本の宗教は本当に戒律が少ないのか
という問いかけもなされている。内容は次の章立てから読み
取れる。
　1章　「食」をめぐる、さまざまなタブー
　2章　戒律が分断する「性と愛」
　3章　「死後の世界」はどう説かれてきたか
　4章　何を尊び、どのように祈るのか
　5章　「教育」と宗教はどこまで不可分か
　6章　「お金」と宗教の悩ましい関係
　7章　戦争を禁じる宗教、認める宗教
　8章　生活に溶け込む信仰と戒律

　1994 年に刊行された同じ編者の『現代日本の宗教社会学』
を大幅に改訂し、新しい構成のもとで編集されたもの。執筆
者は編者の他、磯岡哲也、岩井洋、岡田正彦、弓山達也の各
氏。第Ⅰ部は「宗教社会学の基礎理論」で、古典的な宗教社
会学の理論、20 世紀後半の欧米の理論、日本の展開が示さ
れる。宗教社会学に関わりの深い宗教心理学の学説、最近の
認知科学の紹介もなされている。第Ⅱ部は「現代社会と宗教
社会学」で、主に近現代の日本社会の宗教と社会の関わりに
ついての分析、国際化・グローバル化が進む現代世界の宗教
状況、そうした中での宗教情報リテラシーの問題などが扱わ
れている。付録として文献解題、基本統計、参考となるウェ
ブ情報一覧がある。情報化の進行を踏まえて、最近の新しい
データ・情報類を収録するとともに、それらを用いるときの
注意点も述べられている。

出版物紹介

井上順孝『世界の宗教は人間に何を禁じてきたか』
（河出書房新社、2016 年 4 月）

井上順孝編『宗教社会学を学ぶ人のために』
（世界思想社、2016 年 4 月）
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　日本文化研究所ではかねてより『神道事典（縮刷版）』（國
學院大學日本文化研究所編、1999 年、弘文堂）の英語版で
あるEncyclopedia of Shinto をウェブ上で公開しているが、
同事典の付録として作成された「年表」（764-830 頁、作成：
井上順孝・並木和子）について、日本文化研究所のプロジェ
クトの一環として英訳を行った。
　翻訳は主に研究所スタッフであるチャールズ・フレーレ
（FREIRE, Charles）の手になるものであり、作成に際して
は研究所スタッフであった小堀馨子の助力を得た。2014 年 9
月に先行してEOSサイトで電子ファイルを公開していたが、
利用者の便を鑑みて、今回それに修正を加えた上で紙媒体と
して刊行した。なお、紙媒体のもととなった改訂版の電子ファ
イルも同様にウェブ上で公開されている（http://k-amc.
kokugakuin.ac.jp/DM/pdfPreview/EOS-Chrono-sup2016.
pdf）。

　井上順孝がセンター長を務める公益財団法人国際宗教研究
所 宗教情報リサーチセンターの共同プロジェクトによるオ
ウム真理教問題に焦点を当てた論文集。『情報時代のオウム
真理教』（春秋社、2011 年 7 月）を基礎編とすれば、本書は
応用編と位置づけられる。オウム真理教事件から 20 年を経
て、風化と忘却が叫ばれるなかで、とりわけ大学生や若者が
この事件について知り、この事件を通じて何かの教訓を得よ
うとする際の手がかりとなることを意識して、具体的かつ確
実なデータに基づいて、各章が執筆されている。テーマとし
ては、麻原言説の特徴、幹部らの信仰深化過程、脱会者の気
づきのポイント、疑似科学的言説や暴力的言説の特性、メディ
ア報道の問題点、学生のオウム観、ロシアでのオウムの活動
などをそれぞれ論じている。研究所スタッフでは、井上順孝
と塚田穂高が執筆にあたっている。

國學院大學研究開発推進機構日本文化研究所編　『Encyclopedia of 
Shinto: Chronological Supplement』［『神道事典』巻末年表・英語版］
（國學院大學研究開発推進機構日本文化研究所、2016 年 1 月）

井上順孝責任編集・宗教情報リサーチセンター編『〈オウム真理教〉を
検証する―そのウチとソトの境界線―』
（春秋社、2015 年 8 月）
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　2015 年 4月から6月にかけて全国 36の大学で実施された第
12回の学生宗教意識調査の結果をまとめた報告書である。國
學院大學日本文化研究所プロジェクト「デジタル・ミュージア
ムの運営および教育への展開」と「宗教と社会」学会・宗教
意識調査プロジェクトのメンバーが中心になって行われた。
　この意識調査は 1995 年に第 1回が実施され、2015 年の調
査が 12 回目となり、かつこの 12 回目が最終調査でもある。
有効回答数は 5,773 であった。第 1回より継続的になされて
いる学生およびその両親の信仰の有無、宗教への関心度合い
といった基本的調査項目の他、オウム真理教に対する関心や
イスラム教の認知度など現時点で重要と思われる調査項目が
合計 20 ある。
　2016 年度にはこれまでの 12 回の調査報告書を再編集する
とともに、12 回の調査結果を比較した報告書が作成され、
オンラインでも公開される予定である。

　平成 27 年度國學院大學特別推進研究「国際的視点からの
宗教文化教育教材の総合的研究」（研究代表者：井上順孝）
の助成を得て行われた研究の成果である。宗教文化士認定試
験を実施している宗教文化教育推進センター（センター長・
土屋博北海道大学名誉教授）の承諾を得た上で、同センター
が実施した過去 8回の試験のうちの記号選択式問題につい
て、400 問の中から 200 問を選び、解説を付したものである。
問題と解説に用いられている重要な用語（人物名、団体名、
事項名）をキイワードとする索引を作成し、どのような用語
が宗教文化教育では重要であるかを示した。
　解説はそれぞれの宗教史の専門家に依頼した。すなわち、
市川裕（東京大学）、岩井洋（帝塚山大学）、岡田正彦（天理
大学）、小田淑子（関西大学）、加瀬直弥（國學院大學）、櫻
井義秀（北海道大学）、佐々木裕子（白百合女子大学）、土井
健司（関西学院大学）、平藤喜久子（國學院大學）、星野靖二
（國學院大學）、三木英（大阪国際大学）、八木久美子（東京
外国語大学）、矢野秀武（駒澤大学）の各氏である。

井上順孝責任編集『第 12 回学生宗教意識調査報告』
（國學院大學研究開発推進機構日本文化研究所、2015 年 12 月）

井上順孝編集『日本と世界の宗教文化―問題を解きながら学ぶ―』
（國學院大學、2016 年 2 月）
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　平成 27 年度國學院大學特別推進研究「国際的視点からの
宗教文化教育教材の総合的研究」（研究代表者：井上順孝）
の助成を得て行われた研究の成果である。前掲『日本と世界
の宗教文化―問題を解きながら学ぶ―』で選んだ 200 問を英
訳し、英語圏の研究者や学生に日本における宗教文化教育の
現状を説明するための一助とすることを目指して作成された
ものである。
　翻訳はAvery Morrow 氏に依頼し、さらにこれを本学神
道文化学部教授の Norman Havens 氏に細かく校閲しても
らった。

　日本文化興隆財団主催の「神社検定」の公式テキストであ
り、2016（平成 28）年度の同検定には本書からの出題があり、
2017（平成 29）年度にも同様の予定である。斎部広成『古
語拾遺』の全文を現代語訳し、さらに神道・神社とのかかわ
りを中心に、詳細な解説を加えている。三章から構成され、
第一章は『古語拾遺』の現代語訳と概説、第二章は同書の成
立背景としての忌部氏の歴史、古代律令制下における氏族の
記録、律令祭祀と忌部伝承の関連性などを論じ、第三章にお
いては『古語拾遺』本文の詳細な解説を加えた。「神社検定」
のテキストではあるが、神道に関心のある大学生・社会人お
よび現役神職の教養に資することも目的としており、『古語
拾遺』への理解を入り口に、多様な神道古典への関心を喚起
させる内容になっている。

井 上 順 孝 編 集『Workbook for Learning Religious Culture in 
Japan and the World』
（國學院大學、2016 年 2 月）

神社本庁監修（松本久史執筆）『神社検定公式テキスト 9 神話のおへそ『古
語拾遺』編』
（扶桑社、2015 年 12 月）
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